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書評 
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ロバート・D・パットナム 著、柴内 康文 訳 
『孤独なボウリング―米国コミュニティの崩壊と再生―』 
（原著：Putnam, Robert D.  (2000).  Bowling Alone: The Collapse and Revival of American 






 民法第 1 条第 2 項は「権利の行使及び義務の履行は、信義に従い誠実に行わなければならない。」
と定めている。一般に「信義則」といわれ、「とりわけ日本では極めて広くかつ柔軟に用いられる法
原理であ」り、「民法の全域、さらには民法を超えた領域でも援用され」ているものである（内田貴
















第 1 部 序論 （第 1 章 米国における社会変化の考察） 
第2部 市民参加と社会関係資本における変化（第2章 政治参加 第3章 市民参加 第4章 宗
教参加 第 5 章 職場でのつながり 第 6 章 インフォーマルな社会的つながり 第 7 章 愛他
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主義、ボランティア、慈善活動 第 8 章 互酬性、誠実性、信頼 第 9 章 潮流への抵抗？―小
集団、社会運動、インターネット ） 
第 3 部 なぜ？（第 10 章 序論 第 11 章 時間と金銭面のプレッシャー 第 12 章 移動性とス
プロール 第 13 章 テクノロジーとマスメディア 第 14 章 世代から世代へ 第 15 章 市民
参加を殺したものは何か？その総括） 
第 4 部 それで？（第 16 章 序論 第 17 章 教育と児童福祉 第 18 章 安全で生産的な近隣地
域 第 19章 経済的繁栄 第 20章 健康と幸福観 第 21章 民主主義 第 22章 社会関係資
本の暗黒面） 
第 5 部 何がなされるべきか？（第 23 章 歴史からの教訓―金ぴか時代と革新主義時代 第 24 章 
社会関係資本主義者の課題に向けて） 
付録１ 社会変化の測定 付録 2 図表の出典 付録 3 市民・専門組織の盛衰 本書の背景 
訳者あとがき 原注 索引 
 
 先ずはじめに社会関係資本 social capital とは何かを確認し、次に本書を全体的に鳥瞰し、最後
に本書から学ぶことを記す。 
 著者は、「社会関係資本が指し示しているものは個人間のつながり、すなわち社会的ネットワーク、




頁：原著 p.19）。ここで中心的な問題にされているのは、今もそれなりに強い「厚い信頼 thick trust
― 個人的友人に対する信任」ではなく、「ますます希になっている」「薄い信頼 thin trust― コー
ヒーショップで会釈する知り合いとの希薄な絆であり、われわれの巨大で複雑な社会に不可欠な緩







に備わっている」（本書 158-9 頁：原著 p.136）。 
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 次に本書を全体的に鳥瞰する。 






























ている（本書 346 頁：原著 pp.283-4）。 
 第 4 部では「それで？」どうなった（どうなる）かが問われる。「社会関係資本の十分な蓄積」
がない＝「コミュニティの結束が弱まっている状況」で、「危機に瀕しているのはコミュニティの内
『教育総合研究』第３号 2010 年 3 月 
－  － 160
にある単に温かで抱きしめたくなるような感情やときめきではな」く、「学校や近隣関係」「経済、





あるかもしれない」（本書 354 頁：原著 p.289）のである。 
 最後の第 5 部では主として歴史的な観点（楽観的な教訓）から現状に対する治療法が論じられる。
それというのも「19 世紀の終わりと 20 世紀の始まりにおける数十年間」に「米国社会が直面して
いた課題は」、「数多くの点で」「今日われわれが直面しているものの前兆となっていた」からである
（本書 451 頁：原著 p.367)。著者はこうした歴史的な考察を通して「若者と学校、職場、都会と都
市デザイン、宗教、芸術と文化、そして政治と政府」という「熱意ある社会関係資本主義者の特別
な注意を引く価値ある六領域について簡潔に見取り図を描くことにより眼前の課題の鍵となる断面
を明らかにする」（本書 499 頁：原著 p.404）ことにし、本書刊行年から 10 年目である 2010 年を
目途にいくつかの提言をしている。現時点でその有効性や実現性等は不明である。例えば、若者の
教育で具体的に「課外活動 extracurricular activities への参加（学校附属のものと独立したものの
双方）も後の人生における市民的、社会的関与を増大させる手段になることが立証されている」（本
書 501 頁：原著 p.405）にしても、おそらくアメリカの現実からして極めて部分的なものといわざ
るを得ないのであろう。 




ったこと（本書 555 頁：原著 p.506）そして③「1997 年 10 月 27 日以前、ジョン・ランバートと
アンディ・ボシュマはミシガン州イプシランティのイプシ・アーバー・ボーリングレーンのローカ
ルリーグを通じての知り合いにすぎなかった。当時ランバートはミシガン大学付属病院を退職した
64 歳、それまで 3 年間腎臓移植待機リストに掲載されており、一方のボシュマは 33 歳の会計士で
あったが、たまたまランバートの状態を知り、自分でも予期しなかったことだが、自分の腎臓の片
方の提供を申し出たのだった。ボシュマが白人でランバートがアフリカ系米国人である」が、「彼ら
がともにボーリングをしていたということが違いを生み出したのだ」（本書 27-9 頁：原著 p.28）と
いう逸話等に由来する。以上が本書の全体像である。 
 最後に本書から学ぶことを記す。 
 本書の影響はさまざまなところで見いだす。例えば、2009 年 8 月 29 日に東京大学で行われた日
本教育学会第 68 回大会での公開シンポジウム「子どもの「貧困」と学習権の保障」で藤田英典氏
『孤独なボウリング ―米国コミュニティの崩壊と再生―』 


































（柏書房刊、2006 年 4月発行、B5 版、689 頁、ISBN-7601-2903-0、本体価格 6800 円） 
